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学校法人加計学園　理事長・総長

加　 計　孝 太 郎

学
校
法
人
加
計
学
園
は
、
昭
和
三
十
六
年
九
月
に
創
立
者
・
加

計
勉
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
岡
山
理
科
大
学
附
属
高

等
学
校
の
前
身
で
あ
る
岡
山
電
機
工
業
高
等
学
校
が
開
校
し
た
の

が
、
第
一
歩
で
あ
り
ま
し
た
。

戦
後
、
焼
け
野
原
と
な
っ
た
広
島
の
街
に
立
ち
、「
日
本
を
復
興

さ
せ
る
に
は
教
育
し
か
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
自
ら
が
掲
げ

た
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
若
人
が
持
つ
能
力
を　

最
大
限
に
引
き
出

し　

技
術
者
と
し
て　

社
会
人
と
し
て　

社
会
に
貢
献
で
き
る　

人
材
を
養
成
す
る
」
と
い
う
建
学
の
理
念
を
実
現
す
べ
く
教
育
事

業
の
道
を
ひ
た
す
ら
歩
ん
で
行
き
ま
し
た
。

以
来
、
来
た
る
べ
き
新
し
い
時
代
と
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る

人
材
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
絶
え
ず
見
据
え
な
が
ら
、
教
育

施
設
、
環
境
の
拡
充
、
整
備
に
努
め
、
現
在
、
岡
山
理
科
大
学
、

同
附
属
高
等
学
校
、
同
中
学
校
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
、
千
葉
科

学
大
学
、
岡
山
理
科
大
学
専
門
学
校
、
玉
野
総
合
医
療
専
門
学
校
、

御
影
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
こ
ど
も
園
を
擁
し
、
学
生
生
徒
へ
の

教
育
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
創
立
者
が
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
の

一
つ
が
、
海
外
の
大
学
を
始
め
と
す
る
教
育
機
関
と
の
教
育
交
流

協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
熱
心
に
取
り
組

む
姿
を
一
時
は
訝
し
く
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、

「
私
が
海
外
の
学
校
と
の
交
流
に
力
を
入
れ
る
の
は
、
お
互
い
の
交

流
を
通
し
て
、
互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
で
少
し
で
も
世
界
平
和

へ
貢
献
し
た
い
か
ら
だ
。」と
い
う
言
葉
を
聞
き
、な
る
ほ
ど
と
思
っ

た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
戦
争
を
経
験
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
言
え
な
い
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

私
が
学
園
運
営
を
創
立
者
か
ら
引
き
継
ぎ
、
教
育
理
念
の
さ
ら

な
る
実
現
と
共
に
海
外
の
教
育
機
関
と
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
り
、
現
在
、
十
八
ヶ
国
七
十
一
の
大
学
を

始
め
と
し
た
教
育
機
関
と
交
流
協
定
を
結
び
教
職
員
は
も
と
よ
り

学
生
生
徒
の
研
修
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
中
国
に
お
け
る

協
定
校
も
十
四
校
（
大
学
他
）
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
国
か
ら
学
園
設
置
校
へ
の
留
学
生
も
卒
業
生
を
含
め

ト
ー
タ
ル
で
千
二
百
名
を
数
え
、
現
在
も
約
二
百
五
十
名
が
学
ん

で
お
り
ま
す
。
中
国
留
学
生
に
よ
る
同
窓
会
も
立
ち
上
が
り
、
今

年
は
、
中
国
で
七
回
目
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
輪
が
広
が
る
に
連
れ
、
私
は
あ
る
故
事
を
思
い
出

し
ま
す
。
そ
れ
は
、「
愚
公
、
山
を
移
す
」（『
列
子
』
湯
門
篇
』）

で
あ
り
ま
す
。

“
愚
公
と
い
う
九
十
歳
の
老
人
の
家
の
前
に
太
行
山
と
王
屋
山
と

い
う
七
百
里
四
方
も
あ
る
山
が
あ
り
、
出
か
け
る
た
び
に
遠
回
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
時
、
愚
公
は
そ
の
二
つ
の
山

を
他
へ
動
か
そ
う
と
、
土
を
運
び
始
め
た
。
人
々
は
そ
の
行
為
を

嘲
笑
っ
た
が
、
愚
公
は
自
分
が
で
き
な
く
て
も
子
孫
が
引
き
継
げ

ば
、
い
つ
か
は
山
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
一
向

に
怯
む
こ
と
が
な
く
、
そ
の
志
に
天
帝
（
神
様
）
が
感
じ
入
り
山

を
移
動
さ
せ
平
ら
に
し
た
”
と
い
う
内
容
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
個
人
の
交
流
・
友
好
か
ら
学
園

の
交
流
・
友
好
へ
と
発
展
し
て
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
創
立
者
の
初
期

の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
日
中
両
国
の
間
に
は
、
様
々
な
問

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
の
は
、
も
ち
ろ

ん
両
国
の
政
治
家
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
大
切
な
の

は
両
国
の
国
民
が
お
互
い
に
交
流
し
、
理
解
し
合
う
事
で
あ
り
、

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
き
る
こ
と
か
ら
第
一
歩
を
歩
む
こ
と
こ

そ
が
、
さ
ら
な
る
日
中
友
好
を
育
て
て
い
く
原
動
力
と
な
る
も
の

と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
こ
の
愚
公
の
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
教

育
事
業
と
共
に
日
中
友
好
の
た
め
に
微
力
を
捧
げ
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

個
人
の
交
流
・
友
好
か
ら
学
園
の
交
流
・
友
好
へ
、

　
　
　
学
園
の
交
流
・
友
好
か
ら
国
家
の
交
流
・
友
好
へ
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平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月

二
日
ま
で
、
四
泊
五
日
の
日
程
で
実
施
し
た
、

二
〇
一
五
日
中
青
年
交
流
事
業「ST

U
D

EN
T

 
EX

CH
A

N
GE in 

大
連
」
で
高
校
生
十
二

名
と
引
率
者
等
三
名
の
訪
問
団
が
遼
寧
省
大

連
市
等
を
訪
問
し
、
地
元
高
校
生
等
と
の
交

流
を
深
め
て
き
た
の
で
そ
の
概
要
を
報
告
し

ま
す
。

今
年
度
の
日
中
青
年
交
流
事
業
の
特
徴
を

三
点
あ
げ
ま
す
。

ま
ず
第
一
点
は
、
戦
後
七
〇
年
の
節
目
の

年
の
交
流
で
あ
る
こ
と
。
日
中
両
国
は
、
首

脳
会
談
は
行
わ
れ
た
も
の
の
ギ
ク
シ
ャ
ク
し

た
関
係
が
続
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
一

人
一
人
が
「
過
去
」
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合

う
か
が
問
わ
れ
る
、
あ
る
種
の
厳
し
さ
が
想

定
さ
れ
る
今
年
、
定
員
を
大
幅
に
上
回
る
高

校
生
の
応
募
が
あ
り
、
意
欲
的
な
生
徒
で
訪

問
団
が
編
成
さ
れ
た
。

第
二
点
は
、
交
流
先
の
変
更
。
三
年
間
相

互
交
流
が
実

現
し
な
か
っ

た
こ
と
も
あ

り
、今
年
度
、

交
流
先
を
変

更
し
た
。
大

連
市
当
局
の

ご
尽
力
に
よ

り
、
交
流
に

と
て
も
熱
心

な
大
連
教
育

学
院
附
属
高

級
中
学
と
の

交
流
が
実
現
し
た
。

第
三
点
は
、
交
流
内
容
の
充
実
。
滞
在
中

の
三
日
間
を
す
べ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入

を
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
時
間
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
ペ
ア
の
生
徒
と
そ
の
御
家
族
と

の
深
い
交
流
の
機
会
と
な
っ
た
。
相
互
理
解

に
十
分
な
時
間
と
は
言
え
な
い
が
、
話
題
は

多
岐
に
及
び
、
日
本
の
文
化
な
ど
を
伝
え
る

工
夫
も
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
き
た
。

交
流
会
で
の
歓
迎
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
規

模
・
内
容
は
驚
く
ほ
ど
手
が
か
か
っ
て
い
た
。

本
年
度
の
募
集
生
徒
数
は
十
二
名
で
、
生

徒
負
担
費
用
は
こ
れ
ま
で
同
様
の
三
万
円
と

し
た
。

二
十
五
名
の
応
募
が
あ
り
、
六
月
中
旬
、

岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
面
接
（
一
般

と
英
語
、
希
望
者
に
は
中
国
語
も
）
を
実
施

し
、
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
公
私
立
合
わ

せ
て
十
二
名
（
九
校
）
を
決
定
し
た
。

中
国
を
訪
問
す
る
高
校
生
た
ち
が
、
少
し

で
も
中
国
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
安
全
で

有
意
義
な
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
本
年

度
も
二
回
の
事
前
研
修
会
を
開
催
し
た
。

一
回
目
は
、
七
月
上
旬
に
、
保
護
者
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
結
団
式
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
団
員
の
顔
合
わ
せ
な
ど
を
行
っ
た
。

二
回
目
は
、
出
発
が
間
近
に
迫
っ
た
七
月

下
旬
、「
大
連
と
の
交
流
に
当
た
っ
て
の
学

習
会
」
と
し
て
、
中
国
の
基
礎
知
識
、
訪
問

先
の
大
連
市

や
旅
順
に
か

か
わ
る
歴
史

な
ど
を
学
ぶ

と
と
も
に
、

交
流
に
際
し

て
の
留
意
事

項
な
ど
を
確

認
し
た
。
ま

た
、「
役
に

立
つ
中
国
語

ミ
ニ
レ
ッ
ス

ン
」
な
ど
の

講
義
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
附
属
中
学
で
の

交
流
会
に
向
け
て
、
そ
の
打
合
せ
や
練
習
な

ど
を
行
い
、
出
発
に
向
け
た
気
運
を
高
め
て

い
っ
た
。

七
月
二
十
九
日
、
保
護
者
等
の
見
送
り
を

受
け
て
、
上
海
に
向
け
て
岡
山
空
港
を
出
発

し
た
。
上
海
か
ら
、
大
連
に
向
か
い
、
午

後
、
大
連
に
到
着
。
バ
ス
で
学
校
へ
向
か

い
、
盛
校
長
先
生
の
歓
迎
を
受
け
た
後
、
再

び
バ
ス
で
市
内
を
一
巡
。
学
校
に
戻
る
と
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
家
族
が
次
々
に

生
徒
を
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
り
、
対
面
し
て

す
ぐ
、
生
徒
は
覚
悟
を
決
め
て
迎
え
の
車
に

乗
り
込
み
、
第
一
日
目
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が

い
き
な
り
始
ま
っ
た
。

三
十
日
は
、
朝
か
ら
附
属
中
学
で
の
交
流

で
あ
る
。
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら
ペ
ア
の

生
徒
と
共
に
登
校
し
、
英
語
、
書
道
の
模
擬

授
業
。
英
語
で
は
、
大
連
の
紹
介
、
書
道
で

は
、「
篆
書
」「
隷
書
」「
草
書
」「
行
書
」

Ⅰ　

今
年
度
の
Ｓ
／
Ｅ
の
特
徴

Ⅱ　

Ｓ
／
Ｅ in 

大
連
︵
訪
中
︶

一
　
募
集
と
選
考

二
　
事
前
研
修

三
　 

大
連
教
育
学
院
附
属
高
級
中
学

で
の
交
流
等

2017 STUDENT EXCHANGE in 大連2017 STUDENT EXCHANGE in 大連

岡山県日中教育交流協議会　
訪問団長　岡　本　　　啓
岡山県日中教育交流協議会　
訪問団長　岡　本　　　啓

訪中の報告訪中の報告

上海から大連へ

見事な民俗楽器演奏
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「
楷
書
」
の
五
つ
の
書
体
の
書
き
分
け
と
、

竹
の
絵
に
挑
む
。
日
本
の
生
徒
の
筆
の
力
を

お
褒
め
い
た
だ
い
た
。

附
属
中
学
の
生
徒
と
い
っ
し
ょ
に
近
く
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
い
よ
い

よ
交
流
会
。

豪
華
な
机
椅
子
を
備
え
た
立
派
な
講
堂
で

交
流
会
が
始
ま
っ
た
。
附
属
中
学
は
、
伝
統

的
な
中
国
に
伝
わ
る
楽
器
の
演
奏
や
舞
踊
、

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
日
本
の
歌
を
歌

う
な
ど
し
て
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
途
中
で
、

岡
山
か
ら
の
発
表
が
あ
っ
た
。
日
本
の
少
女

グ
ル
ー
プ
の
歌
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
、
岡
山

の
有
名
な
昔
話
、
桃
太
郎
の
映
像
紙
芝
居
。

最
後
は
、
岡
山
の
高
校
生
全
員
が
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
、「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
を
、

歌
い
踊
り
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。
岡
山

を
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
生
徒
の
工

夫
に
よ
る
一
連
の
出
し
物
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
生
徒
は
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
ア

カ
ペ
ラ
な
ど
予
期
せ
ぬ
企
画
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
。

附
属
中
の
男
性
教
員
四
人
の
コ
ー
ラ
ス

は
、
日
本
語

の
歌
も
交
え

て
圧
巻
だ
っ

た
が
、
何
よ

り
、
生
徒
の

出
し
物
が
素

晴
ら
し
い
仕

上
が
り
で
、

感
銘
を
受
け

た
。
司
会
進

行
を
英
語
と

中
国
語
で
進

め
た
司
会
者

グ
ル
ー
プ
も
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
ペ
ア
の
生
徒
と
と

も
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
戻
り
、
二
日
目
の

中
国
の
家
庭
生
活
を
味
わ
っ
た
。

三
十
日
、
前
夜
の
激
し
い
雷
雨
が
上
が
っ

た
朝
、
生
徒
た
ち
は
、
中
国
の
生
徒
と
共
に

バ
ス
に
分
乗
し
て
、
旅
順
方
面
の
視
察
に
出

発
し
た
。
日
露
戦
争
の
戦
跡
二
百
三
高
地
を

訪
れ
た
り
、
中
国
の
長
い
歴
史
を
紹
介
す
る

旅
順
博
物
館
を
見
学
し
た
後
、
大
連
外
国
語

大
学
を
訪
問
し
て
、
三
日
目
の
日
程
を
終
え

た
。
生
徒
は
、
最
後
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
夜

を
迎
え
た
。

八
月
一
日
は
、
学
校
に
集
合
し
た
生
徒
た

ち
は
、
互
い
に
手
を
取
り
、
抱
き
合
い
、
別

れ
を
惜
し
ん
だ
。

大
連
空
港
か
ら
上
海
に
向
か
っ
た
。
上
海

で
は
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
試
乗
、
上

海
環
球
金
融
中
心
の
高

層
ビ
ル
な
ど
を
視
察

し
、
夕
食
後
に
は
上
海

雑
技
団
や
夜
景
も
楽
し

ん
だ
。

二
日
、
い
よ
い
よ
最

終
日
。
猛
暑
の
中
、
豫

園
、
外
灘
な
ど
を
見
学

し
た
後
、
上
海
博
物
館

を
視
察
し
た
。
昼
食

後
、
お
土
産
な
ど
の
買

い
物
を
楽
し
み
、
上
海

浦
東
空
港
へ
と
向
か

い
、
予
定
ど
お
り
の
飛

行
機
で
全
員
無
事
に
岡

山
空
港
に
帰
っ
て
き
た
。

本
年
度
は
、
大
連
教
育
学
院
附
属
高
級
中

学
と
い
う
新
た
な
交
流
校
へ
の
訪
問
と
な
っ

た
。
多
く
の
高
校
生
が
夏
休
み
の
時
間
を
費

や
し
て
歓
迎
会
の
準
備
を
し
、
と
て
も
高
い

レ
ベ
ル
の
舞
台
発
表
で
歓
待
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
到
着
直
後
か
ら
三
日
間
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
受
入
、
旅
順
訪
問
に
も
全
員
が
同
行

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
生
徒
相
互
の
交
流
が
か

つ
て
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
座
談
会
等
は
持

て
な
か
っ
た
が
、
三
日
間
、
生
徒
同
士
様
々

な
深
い
交
流
が
あ
っ
た
。

生
徒
の
感
想
は
、
こ
の
号
と
次
号
に
掲
載

す
る
の
で
、
ぜ
ひ
御
一
読
願
い
た
い
。

若
い
世
代
の
高
校
生
が
実
際
に
外
国
に
出

か
け
、
自
分
の
目
で
見
、
人
々
と
触
れ
合
う

経
験
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
の
視
野
を
広

げ
、
今
後
の
生
き
方
を
考
え
る
上
で
極
め
て

有
意
義
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

今
、
大
連
の
生
徒
を
岡
山
に
迎
え
る
準
備

を
進
め
て
お
り
、
岡
山
で
の
再
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
日
本
と
中
国
の
関
係
改
善
が

進
み
、
高
校
生
の
相
互
交
流
が
い
っ
そ
う
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
御

支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る

一
般
財
団
法

人
岡
山
県
教

育
職
員
互
助

組
合
と
公
益

財
団
法
人
福

武
教
育
文
化

振
興
財
団
に

感
謝
し
て
結

び
と
し
ま

す
。

Ⅲ　

お
わ
り
に

四
　
上
海
市
内
視
察

STUDENT EXCHANGE　日程　2015
７月29日㈬　初日
　出発式　岡山空港　　上海浦東空港　　大連国際空港着
　大連教育学院附属高級中学着
　大連市内観光　　星海公園など
　ホストファミリーと対面　ホームステイ先へ

７月30日㈭　２日目
　大連教育学院附属高級中学
　　英語の授業体験　書道の授業体験
　　昼食会
　　交流会
　　　中国側プログラム
　　　　民族楽器演奏、舞踊、劇歌、二胡演奏、扇子舞、
　　　　現代ダンス､ サックス演奏、古詩吟唱など
　　　日本側プログラム
　　　　ダンス、『桃太郎』
　　　　合同『世界に一つだけの花』
　交流会終了後　ホームステイ先へ

７月30日㈭　３日目（附属中学生徒同行）
　旅順　203高地訪問　旅順博物館
　大連外国語大学日本語学院訪問
　学校着　各ホームステイ先へ

８月１日㈯　４日目
　大連教育学院附属高級中学へ集合
　大連国際空港発　　上海浦東空港着
　リニア体験乗車
　上海市内見学　　上海環球金融中心など
　夕食
　上海雑技団鑑賞
　錦江上海賓館泊

８月２日㈰　５日目
　上海市内見学
　　豫園、豫園商場、外灘、上海博物館
　　ショッピング（スーパーマーケットなど）
　岡山空港着　　解団式

交流会で日本側の出し物披露

交流会集合写真
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今
回
の
研
修
は
私
に
と
っ
て
旅
行
以
外
の
海

外
経
験
と
し
て
は
三
度
目
で
し
た
。
一
度
目
は

父
の
仕
事
の
関
係
で
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
で
四

年
、
二
度
目
は
中
学
の
海
外
研
修
で
二
週
間

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
ま
し
た
。
今
回
初

め
て
英
語
圏
以
外
の
国
へ
行
く
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
派
遣
事
業
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
母

が
山
陽
新
聞
に
出
て
い
た
応
募
の
記
事
を
渡
し

て
く
れ
た
か
ら
で
し
た
。
始
め
、
私
は
こ
の
派

遣
に
対
し
て
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し
た
が
、
同

時
に
中
国
と
い
う
未
知
の
国
に
行
く
こ
と
に
対

し
て
あ
る
程
度
の
た
め
ら
い
を
感
じ
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
欧
米
以
外
の
文
化
を
持
っ
た
国

に
行
く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
中
国

の
文
化
は
日
本
と
大
い
に
違
う
で
し
ょ
う
し
、

そ
の
生
活
習
慣
や
物
の
考
え
方
の
違
い
が
如
何

ほ
ど
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
ど

ん
な
困
難
に
な
り
う
る
の
か
と
不
安
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
中
国
が
英
語
を
主
要
言
語
と
す

る
国
で
な
い
こ
と
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
上
で
障
害
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
で
し
た
。

し
か
し
、
異

文
化
に
触
れ

る
こ
と
を
拒

ん
で
い
て

は
、
国
際
人

と
し
て
異
文

化
理
解
を
深

め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ

ん
。
更
に
新

し
い
文
化
、

新
し
い
価
値
観
に
出
会
い
、
自
分
の
な
か
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
自
分
の
成
長
に
つ
な

が
る
の
だ
と
考
え
、
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
研
修
は
通
年
と
違
い
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
が
三
日
も
あ
り
ま
し
た
。
中
国
の
一
般

の
家
庭
を
み
る
滅
多
に
な
い
機
会
な
の
で
、
そ

の
時
間
を
多
く
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
有

難
い
こ
と
で
す
。
上
記
の
よ
う
な
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
私
は
大
き
な
期
待
を
胸
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
臨
み
ま
し
た
。

　

研
修
初
日
、
学
校
へ
迎
え
に
来
て
く
れ
た
私

の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
張
秋
萌
ち
ゃ
ん
は
私
を
み
と

め
る
な
り
、
駆
け
寄
っ
て
き
て
“
メ
グ
ミ
チ
ャ

ン
！
”
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
、

私
に
会
え
て
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
様
子
か
ら
、

彼
女
が
私
を
迎
え
る
の
を
と
て
も
心
待
ち
に
し

て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
伝
わ
り
、
す
ぐ
に
彼
女

に
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
車
に
乗

り
込
む
な
り
彼
女
が
す
ぐ
さ
ま
英
語
で
話
し
か

け
て
き
た
こ
と
も
私
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
と
き

ど
き
携
帯
の
翻
訳
機
能
を
使
い
な
が
ら
で
は
あ

り
ま
す
が
、
彼
女
は
と
て
も
分
か
り
や
す
い
英

語
で
ス
ラ
ス
ラ
と
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
す
。
私
自
身
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
て
か

ら
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
な
の
で
、
海
外
経
験
が
な
い
に
も

拘
わ
ら
ず
、
私
と
同
程
度
の
英
語
を
話
す
彼
女

の
努
力
と
積
極
性
に
非
常
に
大
き
な
感
心
と
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。
彼
女
が
常
に
私
に
話
し
か

け
よ
う
と
し
て
く
れ
る
の
で
、
私
は
気
ま
ず
さ

を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
自
分
か
ら
も
積
極
的
に

話
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
彼
女
の
そ

う
し
た
姿
勢
が
、
私
に
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
彼
女
と

の
交
流
の
中
で
、
国
際
語
と
し
て
英
語
を
学
び

鍛
錬
す
る
こ
と

の
重
要
性
と
、

異
な
る
文
化
背

景
を
持
つ
者
同

士
で
意
思
疎
通

し
理
解
し
合
う

こ
と
の
意
義
を

見
出
し
ま
し

た
。

　

お
互
い
に
歩

み
寄
る
努
力
を

示
せ
ば
、
文
化

が
違
い
、
英
語
が
母
国
語
で
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
で

き
る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
こ
の
研
修

で
私
が
学
ん
だ
こ
と
で
す
。
こ
の
経
験
か
ら
、

英
語
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
積
極
的
に
世
界
の

人
々
と
相
互
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
こ
の
派
遣
事

業
に
携
わ
っ
た
方
々
、
引
率
し
て
く
だ
さ
っ
た

岡
本
団
長
、
山
本
先
生
、
添
乗
員
の
西
上
さ
ん
、

大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

私
は
母
の
母
国
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
幼
い

頃
か
ら
中
国
と
は
親
し
み
が
あ
り
ま
し
た
。
大

学
で
は
中
国
語
を
専
門
に
学
ぼ
う
か
、
そ
う
考

え
て
い
た
時
期
に
担
任
の
先
生
か
ら
「
こ
れ

行
っ
て
み
れ
ば
？
」
と
す
す
め
ら
れ
た
の
が

ST
U

D
EN

T

　

EX
CH

A
N

GE　

in

大
連
の
事

業
で
し
た
。
見
出
し
を
見
て
す
ぐ
に
ひ
か
れ
、

自
分
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
感
じ
応
募
し
ま
し
た
。

　

二
度
の
研
修
会
で
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞

坂
　
口
　
　
　
恵

清
心
女
子
高
等
学
校
３
年

難
　
波
　
依
　
代

岡
山
県
立
総
社
高
等
学
校
３
年

2017 STUDENT EXCHANGE in 大連2017 STUDENT EXCHANGE in 大連

大連研修感想（上）大連研修感想（上）

交流先の大連教育学院附属高校

事前研修
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か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、友
達
も
で
き
ま
し
た
。

当
日
ま
で
が
待
ち
遠
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
で
す
。

　

い
よ
い
よ
出
発
の
日
。
私
は
期
待
と
不
安
を

胸
に
い
だ
い
て
飛
行
機
に
乗
り
ま
し
た
。

　

大
連
に
着
く
と
や
は
り
日
本
と
は
全
く
ち
が

う
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
土
地
の
広
さ

や
人
口
の
多
さ
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。
そ
し

て
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。

ス
テ
イ
先
の
家
族
は
と
て
も
温
か
く
優
し
く
私

を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
言
葉
が
通
じ

な
い
こ
と
が
と
て
も
不
安
で
し
た
が
勇
気
を
ふ

り
し
ぼ
っ
て
す
べ
て
中
国
語
で
会
話
し
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
単
語
や
聞
き
と
れ
な
い
文
な

ど
は
お
互
い
に
辞
書
を
使
っ
た
り
紙
に
書
い
た

り
し
て
伝
え
方
を
工
夫
し
ま
し
た
。
何
度
繰
り

返
し
て
も
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
、
と
て
も
親
切
に

接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
連
れ

て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め
は
緊
張
し
て
い

て
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
け
ど
日
に
日
に
慣
れ

て
い
き
、
教
育
や
文
化
の
違
い
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
話
も
し
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
お
別
れ
の
日
。
想
像
し
て

い
た
よ
り
も
寂
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
て
と
て

も
名
残
惜
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
将
来
必
ず
中

国
語
が
話
せ
る

よ
う
に
な
っ
て

ま
た
会
い
に
く

る
、
と
彼
女
と

約
束
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

大
連
を
去
っ

て
か
ら
は
上
海

に
行
き
ま
し

た
。
大
連
と
は

ま
た
少
し
ち

が
っ
た
雰
囲
気

を
感
じ
ま
し

た
。
上
海
で

は
雑
技
団
の

観
賞
や
博
物

館
の
見
学
な

ど
、
よ
り
深

く
中
国
の
歴

史
や
文
化
に

触
れ
る
こ
と

が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

今
回
の
研

修
で
私
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
国
と
日
本
の
関
係
は
長
年
の
間

良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
実
際
現
地
に
行
っ

て
み
る
と
中
国
人
の
方
は
日
本
人
に
対
し
て
偏

見
な
ど
は
一
切
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

や
は
り
国
や
言
語
が
ち
が
っ
て
も
同
じ
人
間
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
と
る
こ

と
さ
え
で
き
れ
ば
何
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
日
本
人
は
中
国
や
中
国
人
に
対
し
て
悪
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
そ
れ
は
誤
解

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
社
会
に
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
い
つ
の
日
に
か
日

本
と
中
国
の
関
係
が
良
好
に
な
る
よ
う
に
何
か

貢
献
で
き
る
よ
う
な
大
人
に
私
は
な
り
た
い
で

す
。

　

こ
の
心
か
ら
充
実
し
た
五
日
間
の
で
き
ご
と

は
私
の
人
生
の
中
で
最
も
刺
激
の
あ
る
最
高
の

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
絶
対
に
一
生
忘
れ
ま
せ

ん
。そ
し
て
、こ
の
研
修
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
十
一
人

の
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
め
げ
ず
に
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
出
会
え
た
こ
と
を
素
晴
ら

し
く
思
い
ま
す
。
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
中
国
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
有
意
義
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
た
中
で
も
特
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
初
日
か

ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
に
会
っ
た
時
、
英
語
が
と

て
も
上
手
で
圧
倒
さ
れ
、
緊
張
し
ま
し
た
。
思

う
よ
う
に
話
せ
な
く
て
も
笑
顔
で
聞
い
て
く
れ

た
り
、
た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
私
の

ぎ
こ
ち
な
い
英
語
に
も
優
し
く
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ス
テ
イ
先
の
家
族
の
皆
さ
ん
も
歓
迎
し

て
く
れ
て
、優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

中
国
の
遊
び
を
一
緒
に
し
た
り
、
お
互
い
の
学

校
の
こ
と
や
普
段
の
生
活
の
話
な
ど
を
し
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
二
日
目
の
夜
は
遊
園
地
に

行
き
ま
し
た
。
昼
と
は
中
国
は
違
っ
て
夜
は
光

に
包
ま
れ
て
い
て
別
世
界
の
よ
う
で
と
て
も
綺

麗
で
し
た
。
三
日
目
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を

し
、
遅
く
ま
で
話
を
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う

間
に
別
れ
の
時
が
来
て
、
と
て
も
寂
し
か
っ
た

で
す
。
温
か
い
家
族
の
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
き
て
本

当
に
良
か
っ

た
で
す
。

他
に
も
書
道

や
美
術
の
授

業
を
体
験
し

た
り
、
博
物

館
や
戦
地
に

も
行
き
、
中

国
の
文
化
に

触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
上
海
で
は
、

豫
園
に
行
き
日
本
と
は
違
っ
た
庭
園
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
歴
史
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
雑
技
団
は
、
日
本
で
は
あ
り
え
な
い

よ
う
な
シ
ー
ン
も
あ
っ
て
、
想
像
を
超
え
た
素

晴
ら
し
い
演
技
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
五
日
間
で
、
自
分
の
語
学
力
の
無
さ
に

痛
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
英
語
は
必
要
不
可

欠
で
す
。
今
回
の
こ
と
で
、
英
語
を
も
っ
と
勉

強
し
よ
う
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
中
国
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
日
中
関
係
の
問
題
や
大
気
汚

染
な
ど
悪
い
こ
と
ば
か
り
耳
に
し
て
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
で
す
が
、
実
際
に
行
っ
て

み
る
と
、
と
て
も
優
し
く
て
親
切
な
人
ば
か
り

で
し
た
。
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
と
同
じ
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
私
が
見
た
こ
と
や
知
っ
た
こ
と
を
周
り

の
人
た
ち
に
伝
え
、
中
国
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
こ

れ
か
ら
先
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

西
　
田
　
有
　
希

岡
山
県
立
岡
山
東
商
業
高
等
学
校
３
年

ホームステイ家族の出迎え

中国のお友達との別れ

上海から大連へ

大連の高校生らと書道体験
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●
は
じ
め
に

県
高
等
学
校
文
化
連
盟
（
以
下
、
県
高

文
連
）
の
国
際
文
化
交
流
事
業
と
し
て
、

倉
敷
青
陵
高
等
学
校
コ
ー
ラ
ス
部
は
、
七

月
か
ら
八
月
に
か
け
て
上
海
市
新
中
高
級

中
学
と
文
化
交
流
を
行
っ
た
。
七
月
中
旬

に
新
中
高
級
中
学
の
一
行
を
招
聘
し
、
八

月
上
旬
に
倉
敷
青
陵
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
は

派
遣
さ
れ
た
。
招
聘
時
は
新
中
高
級
中
学

か
ら
十
二
人
の
生
徒
と
引
率
者
三
人
、
通

訳
一
人
の
計
十
六
人
が
来
日
し
、
岡
山
県

か
ら
は
倉
敷
青
陵
高
等
学
校
コ
ー
ラ
ス
部

生
徒
十
一
人
と
引
率
者
三
人
、
通
訳
一
人

の
計
十
五
人
が
訪
中
し
た
。

交
流
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
五
月
下
旬

に
岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会
の
松
井

三
平
事
務
局
長
、
県
高
文
連
の
藤
澤
薫
会

長
、
倉
敷
青
陵
高
等
学
校
の
田
中
尚
校
長

と
私
が
事
前
調
査
団
と
し
て
訪
中
し
た
。

そ
こ
で
、
上
海
市
人
民
対
外
友
好
協
会
、

閘
北
区
政
府
外
事
弁
公
室
、
閘
北
区
教
育

局
、
そ
し
て
新
中
高
級
中
学
の
熱
烈
な
歓

迎
を
受
け
、
交
流
打
ち
合
わ
せ
と
施
設
訪

問
及
び
調
査
を
行
っ
た
。
六
月
に
入
り
、

県
高
文
連
主
催
の
文
化
交
流
結
団
式
、
中

国
語
学
習
会
、
事
前
説
明
会
と
文
化
交
流

事
業
を
始
動
さ
せ
た
。

●
倉
敷
青
陵
高
校
で
の
交
流

当
初
、
新
中
高
級
中
学
の
一
行
は
七
月

十
六
日
に
来
日
し
、
倉
敷
青
陵
高
校
で
交

流
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の

日
、
中
国
地
方
直
撃
の
台
風
の
影
響
で
翌

十
七
日
の
夕
刻
、
一
行
が
岡
山
空
港
へ
到

着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
十
八
日
の
午
前
と
夕
方
、
倉
敷
青

陵
高
校
訪
問
の
日
程
を
急
遽
組
み
、
交
流

会
を
行
っ
た
。
午
前
は
、
お
茶
席
を
準
備

し
、
抹
茶
と
和
菓
子
で
日
本
文
化
を
体
験

し
て
い
た
だ
い
た
。
倉
敷
青
陵
高
校
の
池

本
康
彦
副
校
長
の
茶
の
講
義
と
作
法
は
好

評
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
校
内
施
設
と
こ

の
日
校
内
で
実
施
し
た
模
擬
試
験
を
受
け

る
生
徒
の
様
子
を
案
内
し
た
。
部
活
動
体

験
は
夕
方
実
施
し
た
。
剣
道
部
、
弓
道
部

を
見
学
し
た
後
、
主
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
へ
参
加
し
、
新
中
高
級
中
学
の
生
徒

と
倉
敷
青
陵
高
校
の
生
徒
は
と
も
に
汗
を

流
し
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
友
好
を
図
っ
た
。

●
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
演
奏

十
九
日
に
は
倉
敷
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
た
「
高
校
生
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル2015

」

に
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
。
新
中
高
級
中
学
は

舞
踏
「
幽
蘭
賦
」
を
見
事
に
披
露
し
た
。

中
国
舞
踏
の
し
な
や
か
で
美
し
い
身
体
表

現
や
こ
ま
や
か
な
表
情
や
手
先
の
仕
草
は

今
で
も
鮮
明
に
残
る
。
衣
装
も
艶
や
か

で
、
そ
の
姿
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
清
純
美

か
ら
生
徒
た
ち
も
陶
然
と
な
っ
た
。
倉
敷

青
陵
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
は
、
岡
山
の
祭

「
う
ら
じ
ゃ
踊
り
」
の
テ
ー
マ
曲
を
ピ
ア

ノ
と
混
声
合
唱
で
演
奏
し
好
評
を
得
た
。

●
文
化
施
設
案
内

新
中
高
級
中
学
の
一
行
を
旧
野
崎
家
住

宅
、
瀬
戸
大
橋
、
鷲
羽
山
展
望
台
、
倉
敷

美
観
地
区
、
大
原
美
術
館
、
岡
山
県
立
博

物
館
、
岡
山
後
楽
園
へ
案
内
し
た
。
野
崎

家
で
の
塩
作
り
体
験
や
大
原
美
術
館
鑑

賞
、
岡
山
後
楽
園
散
策
は
歴
史
と
文
化
を

味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

上海市新中高級中学との文化交流上海市新中高級中学との文化交流

文化交流委員長　金　井　庸　記
（岡山県立倉敷青陵高等学校　コーラス部顧問）

文化交流委員長　金　井　庸　記
（岡山県立倉敷青陵高等学校　コーラス部顧問）

岡山県高等学校文化連盟

茶の作法を習う新中高級中学生徒

新中高級中学による舞踏「幽蘭賦」
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●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

新
中
高
級
中
学
の
生
徒
二
人
ず
つ
が
ペ

ア
に
な
り
、
倉
敷
青
陵
高
校
コ
ー
ラ
ス
部

の
生
徒
の
家
に
二
日
間
宿
泊
し
た
。
新
中

高
級
中
学
の
生
徒
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
、
日
本
語
や
英
語
、
そ
し
て
中
国
語
を

使
っ
て
会
話
を
楽
し
み
、
学
校
の
様
子
や

将
来
の
夢
を
語
り
合
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の

よ
う
に
言
葉
を
交
わ
そ
う
と
し
た
り
，
身

振
り
手
振
り
で
伝
え
よ
う
と
し
た
り
と
，

お
互
い
に
関
わ
り
合
お
う
と
す
る
こ
と
で

心
の
距
離
は
縮
ま
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、

ロ
フ
ト
や
百
円
均
一
の
店
に
出
か
け
、
日

本
の
文
房
具
や
お
菓
子
を
購
入
す
る
な

ど
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、
趣
味
や

感
性
も
認
め
合
っ
た
よ
う
だ
。

●
新
中
高
級
中
学
訪
問

倉
敷
青
陵
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
は
、
八
月

七
日
か
ら
四
泊
五
日
の
日
程
で
上
海
市
新

中
高
級
中
学
を
訪
問
し
た
。
七
月
の
倉
敷

で
の
文
化
交
流
に
よ
っ
て
親
し
く
な
っ
た

新
中
高
級
中
学
の
生
徒
た
ち
が
、
浦
東
空

港
で
出
迎
え
て
く
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
互

い
に
再
会
を
喜
び
合
っ
た
。
新
中
高
級
中

学
で
は
、
音
楽
と
歴
史
の
授
業
体
験
、
手

芸
の
部
活
動
に
参
加
し
た
。
音
楽
の
授
業

は
古
琴
の
鑑
賞
か
ら
、
そ
の
よ
さ
や
音
色

の
美
し
さ
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
感
性

を
共
有
し
た
。
新
中
高
級
中
学
の
生
徒
の

積
極
的
な
意
見
発
表
や
発
想
の
豊
か
さ
、

そ
し
て
濃
密
な
描
写
は
倉
敷
青
陵
高
校
の

生
徒
も
刺
激
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
様
子

は
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

●
新
中
高
級
中
学
で
の
公
演

４
日
目
に
学
校
内
多
目
的
ホ
ー
ル
で
生

徒
会
主
催
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ

で
互
い
に
音
楽
発
表
を
行
っ
た
。
新
中
高

級
中
学
の
気
魄
の
こ
も
っ
た
チ
ャ
ル
メ
ラ

の
演
奏
や
舞
踊
に
圧
倒
さ
れ
た
。
我
々
の

演
奏
は
、
瀧
廉
太
郎
「
花
」、
岡
山
の
祭
「
う

ら
じ
ゃ
」、「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
な
ど

５
曲
を
演
奏
し
た
。
演
奏
後
、
新
中
高
級
中

学
の
教
職
員
と
生
徒
か
ら
賞
賛
の
声
を
多
く

頂
き
、
互
い
の
生
徒
た
ち
は
記
念
撮
影
を
行

い
、
忘
れ
難
い
こ
の
日
を
記
録
し
た
。

旧野崎家住宅で新中高級中学一行と倉敷青陵高校コーラス部

浦東空港に到着した倉敷青陵高校コーラス部新中高級中学での授業体験

上海環球金融中心展望室で上海の街を背景に

交流会の記念撮影

岡山後楽園を散策する新中高級中学生徒

歌声を披露する倉敷青陵高校コーラス部



学校法人 加計学園

ひとりひとりの能力を最大限に引き出し、伸ばすとともに、自ら学び自ら考える人間を育てる。
○スーパー選抜クラス：難関国公立大学への進学をめざします。
○選 抜クラス：国立大学・私立大学への進学を目指します。

岡山理科大学附属中学校（中高一貫コース）

〒700-0005 岡山市北区理大町１－１
岡山理科大学附属中学・高等学校 中高入試広報課
TEL（086）256-8527　 FAX（086）256-8526

岡山商科大学孔子学院

簡単な日常会話から本格ビジネス中国語まで
対応します。内容は相談に応じて調整いたします。

岡山県内の小学校、中学校、高校及び公民館を
対象とした出前中国文化講座を開講いたします。

お問い合わせ／お申し込み 岡山商科大学孔子学院 〒700-8601　岡 山 市 北 区 津 島 京 町２丁 目１０－１
 TEL 086-252-0642（内線521）　FAX 086-255-6947　http://www.osu.ac.jp/koushi/

2015年度後期　計18回
（2015年9月24日～2月29日）
※途中からの受講可能

新HSK試験５級をめざす
月・水・金曜日　計90回

毎週土曜日（11：00～12：00）
全15回

子供向けコース

出張中国文化講座（開講料無料）

特訓コース中国語講座

出張中国語講座

Yayoi Kusama “Pumpkin” Photo : Shigeo Anzai〒700-0807 岡山県岡山市北区南方3-7-17 〒163-0416 新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ビルディング16F

http://www.benesse-hd.co.jp/
岡山本社 東京本部

「　　　　　  　」
を考える。
よく生きる

協
賛
広
告
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〒703-8282岡山市中区平井6-6-11 http://www.woc.ac.jp　E-mail woc@woc.ac.jp

メガ
ネの

スペ
シャリス

トを育成する専門学校です

今年も全員就職が内定しました！
眼鏡医療技術専門学校

天職が見つかる「学校説明会」

12月12日（土）
1 月30日（土）
13：30～16：30

高校生も社会人の方も、是非私たちの学校を見に来て下さい
ご予約は 0120（88）8233へ

本校独自の特待生制度　奨学金制度があります
高校卒業生コース（3年制）
短大大卒コース　（2年制）資料は無料配布　随時見学できます

ワールドオプティカルカレッジ

株式会社アジア・コミュニケーションズ

岡山市北区錦町5-15　南田辺ビル4F（〒700-0902）
TEL（086）231-0334 FAX（086）222-7732
http://www.asicom.co.jp　Eメール info@asicom.co.jp　

おかげさまで26周年！

○お気軽にお問合せ下さい

アジア・コミュニケーションズはあなたのツアーデスク！

観光庁長官登録旅行業第1816号　　ＪAＴA正会員　IATA公認

○中国東方航空で上海へ ! 上海経由で中国・世界各地へ!

○大韓航空で韓国ソウルへ !、仁川空港経由で中国各地へ !

○お得なパッケージツアー（上海・台北・大連・青島など）
○特徴あるこだわりのツアー
　中国、ミャンマー、ラオス、ベトナムなど
　皆様のご要望に沿った旅行企画をいたします。
　安心の添乗員同行ツアーです
○日中教育交流のサポート
　企画から旅行実施、添乗までサポートします。

中国語を話そう！中国語を話そう！

＜費　　用＞ 入学金…3,150円（消費税込）
　　　　　　 　　　　☆継続者は免除☆
　　　　　　 受講料…31,500円（消費税込）／全24回
　　　　　　 教材費…実費（2,000円～3,000円程度）

＜申込方法＞ 申込書と、受講費用を事務局へご持参またはご送付下さい。
　　　　　　 費用は前納にて一括納入を原則とします。

入門、初級、中級、上級、レベルに合わせて学びます。
見学歓迎！ご一報ください。

《問合せ先》
岡山中国語センター（岡山市日中友好協会内）
〒700-0902　岡山市北区錦町5-15　南田辺ビル2階　TEL（086）225-5068
E-mail oknittyu@yahoo.co.jp　http://www.oka-rizhongyouxie.jp/

グループレッスン、個人レッスンの
ご相談にも応じます。
どうぞお気軽に
お問い合わせください。
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平成27年度岡山県日中教育交流協議会役員名簿
役　　職 氏　　　名 所　　　　　　　　属 役　　職 氏　　　名 所　　　　　　　　属

参　　　与 中　島　　　博 岡山県経済団体連絡協議会
座長 理　　　事 中　村　明　雄 岡山県教育庁義務教育課

課長

岡　崎　　　彬 岡山県商工会議所連合会
会長 近　藤　　　治 岡山県教育庁高校教育課

課長

加　計　孝太郎 学校法人加計学園
理事長 屋　敷　欣　一 岡山県町村教育長会

代表

片　山　浩　子 NPO法人岡山市日中友好協会
会長 土　屋　隆　士 岡山県PTA連合会

会長

末　光　　　茂 社会福祉法人旭川荘
理事長 小　川　浩　基 岡山県高等学校PTA連合会

会長

顧　　　問 竹　井　千　庫 岡山県教育委員会
教育長 松　沢　克　彦 岡山県高等学校長協会

会長

福　武　純　子 公益財団法人福武教育文化振興財団
理事長 小　田　幸　伸 岡山県特別支援学校長会

会長

特 別 顧 問 森　崎　岩之助 元岡山県日中教育交流協議会
会長 片　山　安基夫 岡山県中学校長会

会長

黒　瀬　定　生 岡山県日中懇話会
会長 坂　根　清　貴 岡山県小学校長会

会長

岡　田　浩　明 岡山理容美容学園
理事長 藤　澤　　　薫 岡山県高等学校文化連盟

会長

門　野　八洲雄 公益財団法人日本教育公務員
弘済会岡山支部　支部長 鳥　居　恭　治 岡山県国際理解教育研究会

会長

会　　　長 岡　本　　　啓 岡山県生涯学習センター
所長 大　川　泰　栄 美作市教育委員会

教育長

副　会　長 井　上　正　義 岡山県都市教育長協議会
会長 （事務局長） 松　井　三　平 NPO法人岡山市日中友好協会

専務理事

森　　　靖　喜 岡山県私学協会
会長 監　　　事 大　橋　典　晶 中国学園大学

教授

曽　田　佳代子 岡山大学教師教育開発センター
特任教授 赤　松　康　弘 公益財団法人日本教育公務員

弘済会岡山支部　参事
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